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筆
者
は
ハ
ン
ガ
リ
ー

・
ブ
ダ
ペ
ス
ト
出

身
。
幕
末
、
明
治
期
を
中
心
に
日
本
語
研

究
。「日

本
の
速
記
」
二
〇

一
四
年
十
二
月
号

に

「近
代
語
資
料
と
し
て
の
速
記
」
を
寄

稿
。

一　
は
じ
め
に

国
語
速
記
に
お
け
る
略
字
の
現
在
知
ら

れ
て
い
る
最
古
使
用
例
は

『怪
談
牡
丹
燈

籠
』
（
一
人
人
四
）
表
紙
裏
掲
載
の

「筆

記
文
体
」
に
見
え
る

「頗
る
」
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
最
古
の
略
字
集
と
し
て
清
沢
与
十

の

『
傍
聴
筆
記
新
法
独
学
』

（
一
人
人

四
）
の

「
（イ
ロ
ハ
）
別
け
客
符
」
が
あ

り
、
こ
れ
に
約
人
四
〇
種
の
略
字
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
語
速
記
法
の

創
始
者
、
田
鎖

（源
）
綱
紀
は
初
期
の
頃

略
字
を
使
っ
て
い
た
の
か
疑
間
で
あ
る
。

若
林
甜
蔵
は

『若
翁
自
伝
』
で
こ
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る

〈注

一
〉。

「規
定
の
六
ケ
月
間
勉
強
し
た
が
、
唯

速
記
の
仮
名
文
字
を
教

へ
る
ば
か
り
で
、

略
字
も
少
し
は
あ
つ
た
が
、
様
々
役
に

立
た
な
い
。
」

一
体
ど
の
よ
う
な
略
字
を
使
用
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
武
部
良
明
が
左
の
様
に
述
ベ

て
い
る

〈注
二
）。

「第

一
回
講
習
会
終
了
時
に
は
、
い
ま

だ
略
宇
ら
し
き
も
の
が
な
か
つ
た
。
田

鎖
は
、
グ
ラ

ハ
ム
式

の

〔Ｌ

を

「
夫
」
、　
冨
ｒ
ｏ姜
｝①
鮎
器
〕
を
　
「
知

識
」
と
読
む
よ
う
な
直
訳
的
略
字
を
考

え
た
が
、
あ
ま
り
実
用
価
値
が
な
か
つ

た
。
」

即
ち
田
鎖
は
英
語
略
字
を
借
用
し
、
そ
れ

に
日
本
語
を
当
て
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

窺
えヽ
る
。

し
か
し
、
こ
の

「あ
ま
り
実
用
価
値
が

な
か
つ
た
」
と
い
う
英
語
略
字
が
そ
の
後

廃
棄
さ
れ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
。

本
稿
で
は
、
英
語
略
字
は
ど
の
程
度
、

ま
た
、
い
つ
ま
で
使
用
さ
れ
た
か
と
い
う
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問
題
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一
一　
田
鎖
式
の
略
字

日
本
傍
聴
筆
記
法
講
習
会
が
始
ま
つ
て

か
ら
三
年
後
に
田
鎖
式
の
解
説
書

『源
綱

紀
氏
日
本
傍
聴
筆
記
法
　
全
』
２

人
人

五
）
と

『源
綱
紀
氏
改
良
新
法
　

，
）と
ば

の
写
真
法
　
一
名
筆
記
学
階
梯
』
貧

人

人
五
）
が
出
版
さ
れ
た
。

二
冊
と
も
に
略
字

一
覧
も
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
品
詞
別
に

一
三
七
種
の
略
字

（略

語
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
両
書
の
間

に
幾

つ
か
の
異
同
が
あ
る
。
例
え
ば
、

『
日
本
傍
聴
筆
記
法
』
に

「知
識
」
「用
」
、

『
こ
と
ば
の
写
真
法
』
に

「筆
記
学
会
」

「何
」
等
の
略
字
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

略
字

一
覧
を
見
る
と
、
バ
■
キ
ヤ

「勉

強
」
（田
鎖

¨
「勉
強

。
勉
励
し
、
サ
＋
カ

「推
測
」
（田
鎖
に
見
え
な
い
）
の
様
に

日
本
語
を
基
に
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
も

あ
る
が
、
読
み
方

。
意
味
が
日
本
語
か
ら

は
推
測
出
来
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
も
見

受
け
ら
れ
る
。
の
お
Ｆ
”
日

（
一
人
五
人

・

一
人
七
九
）
の
略
語
リ
ス
ト
と
比
較
し
て

み
る
と
、
字
形
と
意
味
は
類
似
し
て
い
る

も
の
が
幾
つ
か
見
出
さ
れ
る
。
（稿
末
表

①
を
参
照
）

英
語
略
字
が
全
体
の
五
分
の
一
で
、
そ

の
多
く
は
代
名
詞
に
集
中
し
て
い
る
。

ま
た
、
「恰
も
」
と

「候
」
の
丸
は
大

き
さ
が
異
な
る
が
、
Ω
躊
Ｆ
”
日

で
は
同

じ
大
き
さ
に
な
つ
て
い
る
。

「堰
８
こ

の
略
字
は

Ω
十
『
か
ら
成

り
立

つ
て
い
る
が
、

『
を
表
す
勾
は
田

鎖

・
丸
山
で
小
円
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

表
①
で
纏
め
た
略
字
は

の
Ｓ
Ｆ
”
日

か
ら

の
借
用
だ
と
考
え
て
お
る
。

し
か
し
、
こ
の
他
に

の
相
Ｆ
”
日

の
略

字

一
覧
で
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
構
造

か
ら
考
え
て
英
語
に
基
づ
い
て
い
る
も
の

も
幾

つ
か
あ
る
。
そ
の
中
に

Ω
【”
Ｆ
”
日

の
略
法
と
無
関
係
の
様
な
も
の
も
あ
る
た

め
、
田
鎖
等
は
日
本
語
の
単
語
を

一
旦
英

語
に
訳
し
て
そ
れ
か
ら
略
字
を
考
案
し
た

と
考
え
て
お
る
。
（表
②
を
参
照
）

“
＋
い
と

因

は

「始
」
と

「能
」
の
略

語
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
か
ら
考
え
る
と

ざ
性
い
と
８
い
か
ら
作
成
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
の

∪
＋
“
と

【

は

Ω
躊
Ｆ
”
日

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
は

Ｆ
８

、

後

者

は

Ｆ
訂

き
日

・

８
日
日
ｏ
●
．
８
日
①

の
略
語
で
あ
り
、

Ｆ
置
い
と
Ｓ
椰
に
対
し
て
全
く
別
の
略
法

を
使

っ
て
い
る

（Ω
①
い
、
【
＋
じ
。
よ
つ

て
、
「始
」
「能
」
の
略
字
を
田
鎖
が
考
案

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「長
」
の
略
字
は

Ｐ
十
お
か
ら
な
っ
て

い
る
が
、
母
音
符
号
が
加
え
ら
れ
た
形
で

は

Ω
お
Ｆ
”
日

に
も
見
え
る
の
で
、
最
終

的
に

ざ
い
∞
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

「新
聞
」
の
略
語
は

Ｚ
＋
∽
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
い
①ヨ
∽
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
〈注
三
〉。

「未
」
は

Ｚ
＋
く
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、

の
Ｓ
Ｆ
”
日

で
は

Ｚ

は

い
ｏ
。
い
望
、
く
は
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Ч
Ｐ

の
略
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
為
、

い
３
と

ヽ
２

の
合
字
で
あ
ろ
う
。

「筆
記
学
会
」
の
略
字
は

Ω
【”
Ｆ
”
ヨ

か
ら
借
用
し
た

「も
ぎ
ｇ
¨
『選
巨
こ

と

∽
　
の
合

字

で

、

「
『
Ｆ
ｏ
ｇ
躁
還
Ｆ
け

∽
ｏｏ庁
ぞ
」
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

．る
。

「実
際

。
実
地
」
の
略
字
は

『
古

の

合
字

で
あ
る
が
、

こ
れ
は

〇
【許
”
日

（
一
人
五
人
）
の

】♂
毬
ユ
混

∽い撃
，

ヨ
ｏ嘱計

の
説
明
に
見
え
る

ｏ
Ｓ
ｏ↑村
』

の

略
法
と
同
じ
で
あ
る
た
め
、
借
用
と
考
察

で
き
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
田
鎖
は

Ω
お
Ｆ
”
ヨ

の
略
字
を
借
用
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
自

ら
英
語
の
略
字
も
考
案
し
て
日
本
語
に
当

て
た
と
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

〓
一　
英
語
略
字
の
使
用
状
況

明
治
期
の
速
記
教
授
書
を
紐
解
く
と
英

語
略
字
が
田
鎖

・
丸
山
以
外
の
書
籍
に
も

見
受
け
ら
れ
る
。
研
究
の
現
段
階
で
は
次

の
速
記
者
が
挙
げ
ら
れ
る
。

片
桐
和
吉

（
一
人
人
五
）
、
小
島
周
二

（
一
人
八
五
）
、
森
本
大
人
郎

・
岸
上
操

（
一
人
人
五
）
、
金
山
翠
渓

・
志
田
鳳
陽

（
一
人
人
六
）
、
森
本
大
人
郎

・
横
山
義

之
助

（
一
人
人
人
）
、
丹
羽
滝
男

（
一
人

人
九

。
一
九
〇
七
）
、
森
本
大
人
郎

（
一

人
九
二
）、
矢
野
由
次
郎

（
一
九
〇
二
）、

熊
崎
健

一
郎

（
一
九
〇
六

。
一
九
〇
七
）
、

伊
藤
浪
吉

（
一
九
〇
人
）。

特
に

一
人
八
五
年

。
一
人
人
六
年
版
の

教
授
書
が
多
い
が
、
明
治
期
末
ま
で
英
語

略
字
が
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で

一
番
多

い
、
約
五

一
種
類
の
英
語
略
字
を
使
用
し

て
い
る
の
が
田
鎖
門
下
生
の
小
島
周
二
で

あ
る
。
し
か
し
こ
れ
で
も
略
字
の
総
数
の

約
六
分
の

一
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
田

鎖

・
丸
山
が
収
録
し
て
い
な
い
略
宇
も
採

用
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
略
字
が
他

の
教
授
書
に
も
見
え
る
。

（表
③
を
参

昭
じ

四
　
お
わ
り
に

前
述
の
様
に
、　
一
人
人
五
年
か
ら
二
〇

世
紀
初
頭
ま
で
英
語
略
字
の
使
用
が
見
ら

れ
る
。

し
か
し
、　
一
体
何
故
英
語
略
字
を
借
用

し
た
の
か
。
初
期
の
頃
、
略
字
作
成
の
試

行
錯
誤
が
繰
り
返
さ
れ
た
な
か
、
既
製
の

略
字
を
借
用
し
た
方
が
手
間
不
要
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
学
習
す
る
側
に
と
つ

て
覚
え
づ
ら
い
所
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
「知
識
」
の
略
字

は

の
露
Ｆ
”
日

の
場
合

椰
十
お
　
か
ら
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
若
林
は

「チ
」
を

基
に
し
て
作
成
し
た

（注
四
〉
。
後
者
の

「チ
」
の
方
が

「チ
シ
キ
」
と
結
び
つ
け

や
す
く
、
効
率
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
略

字
の
研
究
が
進
ん
で
、
速
記
の
経
験
も
豊

か
に
な
る
と
、
英
語
略
字
が
日
本
語
の
略

字
に
と
っ
て
代
わ
る
様
に
な
っ
た
。
た
だ
、

二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
残
っ
た
英
語
略
字
を
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見
る
と
、

「為
す
」

「夫
」

「恰
も
」

「以

て
」
と
言
つ
た
略
字
が
簡
単
な
符
号
で
あ

る
た
め
、　
一
部
の
速
記
者
の
間
に
定
着
し

た
と
い
う
結
果
で
あ

つ
た
。

資
料

（？
警

”
日
」
Ｆ
ξ
り１

』

２

人
五
人
）

一膠

ο

，コ
ば
ヽ
ヽ
Ｌ
�
も
や
＾ヽ
ど
つ
Ｓ
ヽ
ヽ
ド
ミ
ヽ
いヽ

民ハ
Ｒ
中９
ミ
ヽ
Ｎ
ヽ

Ｎ

ミ
働

ヾ

ミ

懸

ヽ
お

や

ヽ
お

≧
ば
ヽ

下

ト

Φ
【
等

，
日
」
ξ
ξ
ωｌ

Ｌ
・

（
一
人
七
九
）

Ｂ
ざ

い

お

鷲

け

ま

い

ミ

Ｓ

ヽ

や

Ｓ
蟷

ξ

ミ

≧
げ
ヽ
Ｎ
ｂ
ヽ
む
電
Ｓ
ｕｓ
ヽ
ο
猟
黙
遥
・

伊
藤
浪
吉

（
一
九
〇
人
）
『新
式
簡
明
速
記
学
教

授
書
　
全
』
帝
国
速
記
学
会

片
桐
和
吉

（
一
人
八
五
）
で
」と
ば
の
写
真
法
独

稽
古

筆
記
学
階
梯
続
編
』
秩
山
堂

金
山
翠
渓

・
志
田
鳳
陽

（
一
人
人
六
）
『新
編
大

日
本
傍
聴
筆
記
法
与
便
　
全
』
東
京
明
進
学

校
清
沢
与
十

（
一
人
人
四
）
『
傍
聴
筆
記
新
法
独

学
』
弘
文
社

小
島
周
二

（
一
人
八
五
）
『
日
本
傍
聴
筆
記
法
独

学
全
書
』
堀
　
治
作

熊
崎
健

一
郎

（
一
九
〇
六
）
『新
式
簡
明
　
速
記

学
教
授
書
』
帝
国
速
記
学
会

熊
崎
健

一
郎

（
一
九
〇
七
）
『最
新
速
記
術
』
博

文
館

丹
羽
滝
男

（
一
人
人
九
）
『独
学
自
在
日
本
速
記

法
』
雙
々
館

丹
羽
瀧
男

（
一
九
〇
七
）
『速
成
実
験
応
用
速
記

法
』
同
文
館

丸
山
平
次
郎

（
一
人
八
五
）
『
源
綱
紀
氏
改
良
新

法
こ
と
ば
の
写
真
法

一
名
筆
記
学
階
梯
』
玉

林
堂

源
綱
紀
先
生
回
述
、
丸
山
平
次
郎
編
纂

（
一
人

八
五
）
『
源
綱
紀
氏
日
本
傍
聴
筆
記
法
　
全
』

沢
屋
蘇
吉

森
本
大
人
郎

・
岸
上
操

（
一
人
八
五
）
『
筆
記
学

協
会
　
傍
聴
筆
記
法
』
博
聞
社

森
本
大
八
郎
閲
、
横
山
義
之
助
編
輯

（
一
人
人

人
）
『速
記
術
活
法
　
全
』
文
林
堂

森
本
人
八
郎

（
一
人
九
二
）
『速
記
術
活
法
　
全

（第
二
版
運

文
林
堂

矢
野
由
次
郎

（
一
九
〇
二
）
『
実
験
速
記
術
』
共

成
社

参
考
文
献

武
部
良
明

（
一
九
四
二
）
『
日
本
速
記
方
式
発
達

史
』
日
本
書
房

【注
】

（
一
）
若
林
琳
蔵

（
一
九
二
六
）
『若
翁
自
伝
』
若
門

会
、
二
七
頁

引
用
文
に
お
い
て
は
旧
字
体
を
新
宇
体
に
改

め
た
。

（
二
）
　

武
部
良
明

（
一
九
五

一
）
『
国
語
速
記
史
大

要

（上
運

日
本
速
記
協
会
、
四
〇
頁

（三
）
　

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
新
間
は

●
ｏｌ
の、
新
聞
紙
は

お
‘
〓
”
驚
ヽ
の
訳
語
と

し
て
中
国
語
か
ら
借
用
さ
れ
た
が
、
前
者
は

固
有
名
詞
Ｌ
し
て
多
く
使
用
さ
れ
た
た
め
、

明
治
二
〇
年
代
に
専
ら
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】
本
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は
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成
二
人
年
九
月
四
日
に
開

か
れ
た

「第
四
十
回
速
記
科
学
研
究
会
　
速

記

。
言
語
科
学
研
究
会
合
同
研
究
会
」
で
の
発

表
に
基
づ
く
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席
上
御
意
見
を
頂
い
た
諸
賢
に
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深
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
貴
重
な
資
料
を
下

さ
っ
た
兼
子
次
生
氏

・
荒
木
章
氏
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
る
。
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